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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/08     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/04     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/043    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   26/10     　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ   13/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/08     　　　　
   Ｂ４１Ｊ    3/00     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    1/04     １０４Ａ
   Ｇ０３Ｇ   15/04     １２０　
   Ｇ０３Ｇ   21/00     ３７２　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月30日(2016.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　副走査方向において互いに離間した複数の発光部を含む光源と、
　該光源から出射した複数の光束を偏向し、被走査面を主走査方向に走査する偏向手段と
、
　該偏向手段によって偏向された前記複数の光束を、副走査断面内において前記被走査面
に斜入射させる結像光学系と、
　前記複数の光束のうちの少なくとも一つの光束に関する、前記被走査面に入射するとき
の副走査方向における照射位置情報に基づいて、前記複数の光束の主走査方向におけるジ
ッターを補正する補正手段と、
を有することを特徴とする光走査装置。
【請求項２】
　前記補正手段は、前記被走査面における前記複数の光束による主走査方向での描画開始
位置差及び描画終了位置差の少なくとも一方を補正することを特徴とする請求項１に記載
の光走査装置。
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【請求項３】
　前記補正手段は、前記描画開始位置差及び前記描画終了位置差の少なくとも一方を１／
４Ｄｐｉ以下となるように補正することを特徴とする請求項２に記載の光走査装置。
【請求項４】
　前記補正手段は、前記描画開始位置及び前記描画終了位置の少なくとも一方を設計値に
一致させることを特徴とする請求項２又は３に記載の光走査装置。
【請求項５】
　前記補正手段は、前記照射位置情報に基づいて前記光源の発光タイミングを調整するこ
とを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の光走査装置。
【請求項６】
　前記照射位置情報を測定する測定手段を有することを特徴とする請求項１乃至５のいず
れか１項に記載の光走査装置。
【請求項７】
　前記測定手段は、前記複数の光束のうちの一つの光束に関する前記照射位置情報を測定
することを特徴とする請求項６に記載の光走査装置。
【請求項８】
　前記測定手段で測定された前記照射位置情報に基づいて、他の光束に対する前記照射位
置情報を算出する演算手段を有することを特徴とする請求項７に記載の光走査装置。
【請求項９】
　前記測定手段は、前記被走査面に対応する位置において光束を受光することで、前記照
射位置情報を測定することを特徴とする請求項６乃至８のいずれか１項に記載の光走査装
置。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の光走査装置と、該光走査装置により前記被走査
面に形成される静電潜像をトナー像として現像する現像器と、現像された前記トナー像を
被転写材に転写する転写器と、転写された前記トナー像を前記被転写材に定着させる定着
器と、を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項１１】
　副走査方向において互いに離間した複数の発光部を含む光源と、
　該光源から出射した複数の光束を偏向し、被走査面を主走査方向に走査する偏向手段と
、
　該偏向手段によって偏向された前記複数の光束を、副走査断面内において前記被走査面
に斜入射させる結像光学系と、
を有する光走査装置の製造方法であって、
　前記複数の光束のうちの少なくとも一つの光束に関する、前記被走査面に入射するとき
の副走査方向における照射位置情報を取得する第１工程と、
　前記照射位置情報に基づいて、前記複数の光束の主走査方向におけるジッターを補正す
る第２工程と、
を有することを特徴とする光走査装置の製造方法。
【請求項１２】
　前記第２工程では、前記被走査面における前記複数の光束による主走査方向での描画開
始位置差及び描画終了位置差の少なくとも一方を補正することを特徴とする請求項１１に
記載の光走査装置の製造方法。
【請求項１３】
　前記第２工程では、前記描画開始位置差及び前記描画終了位置差の少なくとも一方を１
／４Ｄｐｉ以下となるように補正することを特徴とする請求項１２に記載の光走査装置の
製造方法。
【請求項１４】
　前記第２工程では、前記描画開始位置及び前記描画終了位置の少なくとも一方を設計値
に一致させることを特徴とする請求項１２又は１３に記載の光走査装置の製造方法。
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【請求項１５】
　前記第２工程では、前記照射位置情報に基づいて前記光源の発光タイミングを調整する
ことを特徴とする請求項１１乃至１４のいずれか１項に記載の光走査装置の製造方法。
【請求項１６】
　前記第１工程では、前記被走査面に対応する位置において前記照射位置情報を測定する
ことを特徴とする請求項１１乃至１５のいずれか１項に記載の光走査装置の製造方法。
【請求項１７】
　前記第１工程では、前記被走査面に対応する位置とは異なる位置において測定された照
射位置の情報を換算して、前記被走査面に入射するときの前記照射位置情報を取得するこ
とを特徴とする請求項１１乃至１５のいずれか１項に記載の光走査装置の製造方法。
【請求項１８】
　前記第１工程では、前記複数の光束のうちの一つの光束に関する前記照射位置情報を測
定し、測定された前記照射位置情報に基づいて、他の光束に対する前記照射位置情報を算
出することを特徴とする請求項１１乃至１６のいずれか１項に記載の光走査装置の製造方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明に係る光走査装置は、副走査方向において互いに離
間した複数の発光部を含む光源と、該光源から出射した複数の光束を偏向し、被走査面を
主走査方向に走査する偏向手段と、該偏向手段によって偏向された前記複数の光束を、副
走査断面内において前記被走査面に斜入射させる結像光学系と、前記複数の光束のうちの
少なくとも一つの光束に関する、前記被走査面に入射するときの副走査方向における照射
位置情報に基づいて、前記複数の光束の主走査方向におけるジッターを補正する補正手段
と、を有することを特徴とする。
　また、本発明に係る画像形成装置は、上記光走査装置を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明に係る光走査装置の製造方法は、副走査方向において互いに離間した複数
の発光部を含む光源と、該光源から出射した複数の光束を偏向し、被走査面を主走査方向
に走査する偏向手段と、該偏向手段によって偏向された前記複数の光束を、副走査断面内
において前記被走査面に斜入射させる結像光学系と、を有する光走査装置の製造方法であ
って、前記複数の光束のうちの少なくとも一つの光束に関する、前記被走査面に入射する
ときの副走査方向における照射位置情報を取得する第１工程と、前記照射位置情報に基づ
いて、前記複数の光束の主走査方向におけるジッターを補正する第２工程と、を有するこ
とを特徴とする。
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